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哲 学 者 　作
隊想・かのやうに
品　II哲 学 者 作 品
Kant
Hege1 1沈黙の塔・食堂
一ルトマン・・　1沈黙の塔・妄想
lP・ul・en 仮　面　・　妄　想
iw・・d・ 沈黙の塔・二人の友
荘 副 青　年　・　灰　燈
ee『舞姫』自筆原稿には，先ずハルトマンと書いたのであるが，後で抹消してショウペンハウエルと改めて
いる。なお，ハルトマンの名は文学評論には屡々見えてくる。
⑥　三作品に現われてくる哲学者名 （D）五作品以上にわたって現われてくる哲学者名
哲　学　者 作 品
Max　Stirner
老 子
陽明学関係の学者
沈黙の塔・食堂・妄想
青年・寒山拾得・魚玄機
青年（山鹿素行）・カズイスチ
カ（熊沢藩山）・大塩平入郎ee
哲　学 者 作　　　　　　　　品
S・h・P・nh・u・・1雛凝讐惹リス’沈黙
Nietzsche仮面・追灘・ヰタセクサリス・金毘羅・あそび・沈黙の塔
・青年・妄想・鎚一下
ce「大塩平八郎」は鴎外の歴史小説の名であり，
陽明学者でもある。
eeこれ等の表の中でも，（D）表は鴎外の精神構造を
理解する上に特に重要であり，（C）表はこれに次
ぐものと考えられる。
